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木造仮設住宅用地購入費用を可決
第10回定例会（１月会議）を1月17日に開催した。

専決4件、条例1件、契約関係4件、補正予算2件の議案等11件を審議採決した。また、陳情1件が

継続審査となった。

議案
号数 簡易議案名 概　　要 質疑・討論

の有無
採決
結果

報告 
11 専決処分の報告について 防災情報伝達施設整備工事の変更契約 有 報告

報告 
12 専決処分の報告について インター団地地区宅地耐震化推進滑動崩

落対策施設（その１）工事の変更契約
無 報告

報告 
13 専決処分の報告について 災害関連地域防災がけ崩れ対策（小坂①）

工事の変更契約
無 報告

報告 
14 専決処分の報告について 災害関連地域防災がけ崩れ対策（小坂②）

工事の変更契約
無 報告

議案　　
80 財産の取得について 小坂地区災害公営住宅の買取りによる財

産取得契約
有 全会一致で

可決

議案　　
81 財産の取得について 旭町地区災害公営住宅の買取りによる財

産取得契約
有 全会一致で

可決

議案　　
82 財産の取得について 西木倉地区災害公営住宅の買取りによる

財産取得契約
有 全会一致で

可決

議案　　
83 工事請負変更契約の締結について 水越川河川災害復旧工事の変更契約 無 全会一致で

可決

議案　　
84

御船町地区計画等の案の作成手続
に関する条例の制定について

都市計画法第16条第2項の規定に基づく
条例制定

有 全会一致で
可決

議案　　
85

平成 30年度御船町一般会計補正
予算（第４号）について

土木費に係る補正予算 
予算総額 
歳入歳出　13,849,653千円

有 全会一致で
可決

議案　　
86

平成 30年度御船町公共下水道事
業特別会計補正予算（第３号）に
ついて

総務費に係る補正予算 
予算総額 
歳入歳出　518,734千円

有 全会一致で
可決

陳情 
12

御船町嘱託員及び区内調整員の設
置並びに報酬等に関する条例改正
の陳情について

嘱託区再編に係る関係条例改正の陳情 無 継続審査

１月議会で決まったこと（１月17日）

1月会議
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報告第11号
専決処分の報告について（工
事請負変更契約の締結 / 町防
災情報伝達施設整備工事）

被災状況をドローンで把握
中城議員　防災情報伝達施設
整備工事の変更内容は。
吉本総務課長　ドローンの本
体を２台整備する。また、ド
ローンから映像等を送るので、
それに関する費用として約
205万８千円を予定している。
中城議員　ドローンで町全体
の防災状況を撮影するのか。
吉本課長　災害が発生し、道
路が寸断して現地に行けない
とき、被災状況をドローンで
把握する。
岩永議員　ドローンを運用す
るのは誰か。
吉本課長　ドローンの操縦に
は資格が必要。資格を得るた
めに職員数名を受講させたい。
田上議員　ドローンで物資を
運ぶことは考えていないか。
吉本課長　支援物資等の運搬
は考えていない。
田上議員　新しい防災行政無
線のスピーカーは、その地区

だけに伝達が可能か。
吉本課長　その地区に限って
放送を流すこともできる。
福永議員　戸別受信機が必要
な家庭や場所に配置が終わる
のは２月頃になるか。
吉本課長　戸別受信機は、予
定する箇所に取り付けを行っ
ている。希望される方、高齢
者や障害のある方の受付けを
順次進めている。試験放送で
スピーカーが聞こえないから、
戸別受信機を付けて欲しいと
の要望があれば４月以降でも
対応する。

議案第81号　
財産の取得について（旭町地
区災害公営住宅）

田上議員　入居予定はいつ頃
か。
野口建設課長　５月末に引き
渡し、その後町の検査があり、
早ければ６月末ぐらいだ。

議案第82号　
財産の取得について（西木倉
地区災害公営住宅）

岩永議員　審査講評に「住民
のコミュニティスペースとな
る菜園や藤棚が駐車場に近く、
安全面から今後の検討が必要
と思われる。」と書いてある
が、具体的な改善策はあるか。
野口課長　具体的な改善策は
まだない。安価なもので対応
していく。

議案第84号　
御船町地区計画等の案の作成
手続に関する条例の制定につ
いて

無秩序な開発に規制をかける
ために必要な条例の制定
中城議員　御船ＩＣ周辺を、
企業誘致に伴いどのように見
直すのか。
野口課長　御船ＩＣ東側の周
辺は、県の区域マスタープラ
ンでは産業流通ゾーンとして
規定されている。町の都市計
画では白地地域ということで、
以前から農業振興地域との関
係で開発が進まない状況で
あった。今回、大型商業施設
の誘致に伴い白地地域を準工
業地域にする。
中城議員　農業振興地域を準
工業地域にすれば、企業誘致
が可能になるということだが、
残り２つのＩＣ周辺について
は、その計画はあるのか。
野口課長　上野吉無田ＩＣ周
辺は都市計画区域外だ。都市
計画の中で対象となるのは小
池高山ＩＣ周辺だが、県の区
域マスタープランでは農地保
全地域となっていて、町の都
市計画の用途地域を変えるに

新しく設置された防災行政無線のスピーカー（北木倉）
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は、まず県の区域マスタープ
ランを変えなければできない。
これには長い期間がかかる。
福永議員　農振除外とかでは
なく、用途地域を張り付ける
ためには地区計画が必要にな
るということか。
野口課長　地区計画の手続き
に関する条例というのは、当
該 IC 周辺を準工業地域とし
た場合に、極端な例だが、誘
致事業者が一定期間の後にそ
こから退出したとする。そう
なるとあらゆる業種が入れる
ような形になってしまう。そ
ういった無秩序な開発に規制
をかける意味で、住民の意見
をよく聞いて定めていくため
の手続きに関する条例だ。

議案第85号　
平成30年度御船町一般会計
補正予算（第４号）について

木造仮設住宅３か所の用地を
購入
田上議員　用地取得費の単価
はいくらか。
坂本企画財政課長　南木倉仮
設の平米単価は9,900円、滝川

独住宅として活用する。残り
の27戸については違う形で利
活用していきたい。用地に関
しては、１年延長の無償貸付
の承諾をいただいている。

災害公営住宅100戸の建設
計画に変更なし
中城議員　災害公営住宅は当
初から７か所100戸と決めて
いるが、変更はないか。
野口課長　災害公営住宅100
戸は変わらない。
中城議員　今回、３か所の用
地購入が上がっているが、こ
れで７か所すべての土地取得
ができたのか。
野口課長　すべて終了した。
沖議員　上高野の用地もでき
ているのか。
野口課長　敷地の一部につい
て抵当権の抹消手続をお願い
しているが問題なくできる。
まだ支払いは済んでいない。

仮設は１万5,500円、西木倉仮
設は２万2,100円だ。
田上議員　価格については同
じ専門家に頼んだのか。
坂本課長　すべて同じ鑑定業
者に頼んだ。
田上議員　南木倉仮設の用地
は約半分しか購入しないが、
用地を購入しなかったところ
に建っている木造住宅はどう
なるのか。
坂本課長　南木倉仮設は、木
造仮設住宅55戸を県から譲り
受ける計画だ。町は28戸を単

災害公営住宅として活用予定の南木倉木造仮設住宅

災害公営住宅建設予定地（上高野）
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新議長に藤川博和氏を選出
第11回定例会（1月会議）を1月31日に開催した。

田端議員の辞職に伴い、新議長に藤川博和氏を選出した。
なお、新議長の就任に伴い、委員会構成の一部を変更した。

議長就任あいさつ

■ 議会運営委員会

委 員 長 池田　浩二

副委員長 福永　　啓

委 員 塚本　勝紀

委 員 清水　　圣

委 員 森田　優二

■ 総務文教常任委員会

委 員 長 池田　浩二

副委員長 森田　優二

委 　 員 井本　昭光

委 　 員 田中　隆敏

委 　 員 清水　　圣

委 　 員 藤川　博和

委 　 員 中城　峯䧺

■ 地方創生調査特別委員会

委 員 長 清水　　圣

副委員長 福永　　啓

委 　 員 井本　昭光

委 　 員 沖　　徹信

委 　 員 中城　峯䧺

委 　 員 岩永　宏介

委 　 員 森田　優二

■ 議会改革推進特別委員会

委 員 長 福永　　啓

副委員長 塚本　勝紀

委 　 員 井本　昭光

委 　 員 沖　　徹信

委 　 員 田中　隆敏

委 　 員 池田　浩二

■ 災害復興支援特別委員会

委 員 長 清水　　圣

副委員長 池田　浩二

委 　 員 岩田　重成

委 　 員 井 本 昭 光

委 　 員 沖　　徹信

委 　 員 田中　隆敏

委 　 員 塚本　勝紀

委 　 員 田上　　忍

委 　 員 福永　　啓

委 　 員 中城　峯䧺

委 　 員 岩永　宏介

委 　 員 森田　優二

変更後の委員会構成

　この度、1月31日開催の第11回定例会におきまして、御船町議
会議長の要職に就くことになりました。身に余る光栄と同時に、
その責任の重大さに身の引き締まる思いでございます。
　円滑な議会運営に務め、議会としての職責を全うできるよう全
力を尽くす所存でございます。
　熊本地震からの災害復旧事業の進行と同時に、企業誘致による
復興に向けた取り組みも進んでおり、町の更なる発展が期待され
ます。
　震災により被災された方々の早期の生活再建と、防災体制の強
化により、町民の皆様が安心・安全に暮らせるまちづくりのため、
執行部とともに努めて参ります。
　皆様のご支援、ご協力を今後ともよろしくお願い申し上げます。

藤川 博和

※網かけ部分が変更対象者
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福岡県上毛町
　福岡県の東端に位置し、17
年10月に新吉富村と大平村が
合併し誕生した町である。人
口は約7,700人。予算決算常任
委員会は、27年２月から協議

を始め、同年12月定例会にお
いて条例を改正し設置され、
開催されている。

予算決算委員会の運営
　予算決算委員会の設置まで

は、２つの常任委員会に割り
振り、議案の審議を行ってい
た。しかし、議案を分けるこ
となく全議員で審議すること
で効率化が図られる等の意見
を受け、議長を除く全議員で
構成する予算決算常任委員会
を設置した。
　これにより、全議員が予算・
決算について詳しく理解する
ことができ、活発な審議を行
うことで、以前に比べて経費
の削減にもつながっていると
のことだった。
　議会運営の内容で違いはあ
るものの、本議会において大
変参考になる研修であった。
検討や協議を重ね、予算・決
算審議に反映できるよう努め
たい。

予算・決算審議について学ぶ
議会運営委員会委員　 清水　圣

委 員 会 報 告

■ 上毛町議会　予算決算委員会の状況
名称 予算決算常任委員会

委員 議長を除く議員（11 人）

議長の出席と発言 議長は委員会に出席し発言できるが、採決権はない

委員長・副委員長 委員会で指名推薦する　※異議のある場合は投票となる

開催日数 原則 1 日

審査内容 一般会計の当初予算、補正予算、決算

執行部出席者 三役及び全課長

委員会の進行

①委員長あいさつ 
②町長あいさつ 
③総務課長から総括説明 
④総括説明に対する質疑 
⑤担当課長による歳入・歳出の説明 
⑥歳出に対する質疑を予算書等の 1 ページから順に行う 
⑦歳入に対する一括質疑

質疑回数、時間の制限 制限は設けない

資料 予算及び決算書、予算及び決算説明書

　１月 22 日（火）、福岡県上毛町議会へ「予算決算委員会の運営について」をテーマに議会運営委員
会で視察研修を行った。上毛町議会議長及び事務局より説明を受け、その後意見交換を行った。

上毛町議会議長及び事務局長より説明を受ける
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月日 項　　目 参加者 場所等

6日 消防団出初式 全議員 河川敷

7日 総務文教常任委員会 委員 審議会室

8日 議会運営委員会 委員 審議会室

11日

災害復興支援特別委員会 委員 審議会室

全員協議会 委員 審議会室

議会広報編集特別委員会 全議員 議員控室

13日 成人式 全議員 カルチャーセンター

15日 上益城郡町村議会議長会定例会 田端議長 益城町

17日

第10回　定例会（1月会議） 全議員 議場

議会広報編集特別委員会 委員 議員控室

21日

～

22日
九州中央自動車道建設促進合同提言活動 田端議長

福岡県 

東京都

22日 議会運営委員会先進地視察研修 委員 福岡県上毛町

31日

議会運営委員会 委員 委員会室

全員協議会 全議員 審議会室

第11回　定例会（1月会議） 全議員 議場

議会広報編集特別委員会 委員 議員控室

１月の議会活動
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追
い
出
し
、
た
く
さ
ん

の
福
を
呼
び
込
ん
だ
こ
と
だ
と
確
信
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
民
間
の
良
さ
を
出

し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

森
田　

優
二

町
民
の
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
‼ 

御
船

町
木
倉
宗
心
原
在
住
の
前
田
と
申
し
ま
す
。

嘉
島
町
生
ま
れ
で
、23
歳
で
結
婚
し
、勤

務
先
が
御
船
町
の
た
め
木
倉
に
住
み
47
年

の
月
日
が
過
ぎ
ま
し
た
。

子
供
の
頃
は
、
我
が
家
が
お
店
で
し
た

の
で
、
母
親
か
ら
「
村
の
人
に
は
挨
拶
を

忘
れ
ず
に
し
な
さ
い
。

村
の
人
の
お
陰
で
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る

と
ば
い
。」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
兄
弟
二
人
な
の
で
「
兄
弟
仲
良

く
し
な
さ
い
。」と
言
わ
れ
て
い
た
た
め
か

喧
嘩
は
し
な
い
兄
弟
で
し
た
。

若
い
時
代
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
御

船
町
で
し
た
の
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
草

野
球
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
が
肩
や
足
等

の
身
体
の
老
化
に
伴
い
、
ゴ
ル
フ
に
転
換

そ
し
て
今
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
2
年
目
の

初
心
者
で
す
。
お
陰
様
で
週
３
回
の
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
で
血
糖
値
の
薬
を
昼
夜
1
錠

ず
つ
減
ら
す
事
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
、た

く
さ
ん
の
仲
間
が
で
き
、
親
切
な
方
々
と

の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

御
船
町
に
移
住
し
た
時
代
と
比
べ
て
町

は
大
き
く
変
化
し
、
こ
れ
か
ら
10
年
先
の

御
船
町
を
取
り
巻
く
企
業
、
農
業
、
町
の

環
境
は
よ
り
以
上
に
変
化
す
る
事
で
し
ょ

う
。
町
民
の
協
力
の
も
と
行
政
の
方
々
の

手
腕
で
よ
り
素
晴
ら
し
い
町
、
よ
り
住
み

よ
い
町
、
御
船
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と

言
わ
れ
る
町
づ
く
り
を
目
指
す
行
政
活
動

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
私
も
今
後
地
域
の

方
々
と
一
町
民
と
し
て
団
体
、
組
織
の
一

員
と
し
て
行
事
に
参
加
し
出
来
る
事
、
出

来
な
い
事
を
見
極
め
て
協
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

地
域
支
援
の
も
と
定
年
ま
で
会
社
に
勤

め
さ
せ
て
頂
い
た
お
陰
で
今
が
あ
る
事
に

感
謝
を
忘
れ
ず
、
健
康
第
一
に
、
あ
と
15

年
は
、
夫
婦
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
汗
を

流
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宗心原
前田康幸さん
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